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第１章 特定産業廃棄物に起因する支障の除去等を講ずる必要があると認められる事案 

 
１ 事案の名称・所在地等 

(1) 事案の名称 

滋賀県栗東市旧産業廃棄物安定型最終処分場不適正処分事案 
 
(2) 不適正処分を行った事業者 

   株式会社 アール・ディエンジニアリング（以下「旧ＲＤ社」という。） 
 
(3) 法人の所在地 

   所在地  滋賀県栗東市上砥山 292 番地１ 
代表者  代表取締役社長 佐野 正 
設 立  昭和 55 年１月 21 日（佐野産業株式会社） 

（平成元年７月 14 日 現社名に社名変更） 
 
(4) 処分場の位置 

 
図 1-1 栗東市位置図 
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図 1-2 旧ＲＤ最終処分場位置図 

 

 
図 1-3 旧ＲＤ最終処分場全景（平成 22 年航空写真） 
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２ 事案の概要 

 (1) 不適正処分の概要 

① 不適正処分が行われた施設の概要 

ア 安定型最終処分場 

設置場所  滋賀県栗東市小野７番地１ 他 33 筆 

許可品目  工作物の除去に伴って生じたコンクリートの破片その他これに類する不要物

（以下「がれき類」という。）、ガラスくずおよび陶磁器くず（以下「ガラス陶

磁器くず」という。）、ゴムくず、 廃プラスチック類 

施設規模  第１処分場  面積 38,429.46 ㎡ 容量 320,529 ㎥ 

第２処分場  面積 10,111.47 ㎡ 容量 80,659 ㎥ 

  計    面積 48,540.93 ㎡ 容量 401,188 ㎥ 

設置期間  昭和 55 年３月１日（設置届受理）から平成 20 年５月 28 日（設置許可取消）

まで 

（ただし、平成 10 年５月 27 日に処分業の廃止届が提出され、以後は本施設に

おける埋立処分は行われていない。） 

 

イ 焼却施設（２基） 

設置場所  滋賀県栗東市小野７番地１ 

許可品目  産業廃棄物の種類 

汚泥（有機性汚泥に限る）、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙

くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず（医療系産業廃

棄物に限る）、ガラス陶磁器くず、がれき類 

特別管理産業廃棄物の種類 

汚泥（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝを含むものに限る）、廃油、廃酸（pH2.0 以下の

ものに限り、特定有害物質を含まないものに限る）、廃アルカリ（pH12.5 以上

のものに限り、特定有害物質を含まないものに限る）、感染性廃棄物 

施設能力  南側焼却炉 木くず 14.4t/日、汚泥 8.1 ㎥/日、廃油 6.0t/日、廃酸 1.0 ㎥/

日、廃アルカリ 1.0 ㎥/日、廃プラスチック類 9.0t/日、その他

廃棄物 0.144t/日 

東側焼却炉 木くず 4.8t/日 

設置期間  南側焼却炉 平成元年１月 17 日から平成 14 年 11 月 18 日まで 

東側焼却炉 昭和 61 年 12 月５日から平成 14 年 11 月 18 日まで 

（平成７年 10 月 31 日に設備を更新） 

ただし、県からの自粛要請により、両焼却炉ともに平成 12 年１月 25 日に稼働

を停止している。 
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第２処分場

第１処分場

東側焼却炉

南側焼却炉 

西市道側 

0       30m   

 
図 1-4 施設概要位置図 

 

 
平成 22 年７月解体撤去済み 

図 1-5 旧南側焼却炉および旧東側焼却炉 

 
 
 
② 不適正処分を行った者の産業廃棄物処理業等の許可の経緯 

不適正処分を行った者の産業廃棄物処理業および特別管理産業廃棄物処理業ならびに産業廃

棄物処理施設の許可等の経緯については、表 1-1 のとおり。 
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表 1-1 産業廃棄物処理業等の許可の経過 

年 月 日 収集運搬業 処分業（中間処理） 処分業（埋立処分） 処理施設（中間処理） 処理施設(最終処分)

昭和54年 

12月26日 

  新規許可 

（相手方：佐野正）

〔安定型埋立〕 

がれき類 

  

昭和55年 

３月１日 

    設置届受理（佐野正） 

面積:9,781㎡ 

容量:60,242㎥ 

    廃止届受理（佐野正） 

（法人化に伴うもの） 

昭和57年 

７月13日 

新規許可 

（佐野産業(株)） 

廃プラスチック類 

ゴムくず 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

 新規許可 

(佐野産業(株)） 

〔安定型埋立〕 

廃プラスチック類 

ゴムくず 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

 設置届受理 

（佐野産業(株)） 

面積:9,781㎡ 

容量:30,712㎥ 

昭和59年 

９月21日 

変更許可 

〔品目の追加〕 

木くず（保管を含む） 

    

昭和59年 

10月30日 

 変更許可 

〔処分業（破砕）の追加〕

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

 施設設置届の受理 

〔破砕施設の追加〕 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

 

昭和60年 

６月７日 

    変更届受理 

面積:23,386㎡ 

容量:183,150㎥ 

昭和61年 

４月21日 

変更許可 

〔品目の追加〕 

（いずれも保管を 

含む） 

紙くず 

繊維くず 

金属くず 

    

昭和61年 

９月17日 

変更許可 

〔品目の追加〕 

（いずれも保管を 

含む） 

燃えがら 

無機性汚泥 

    

昭和61年 

12月５日 

 変更許可 

〔処分業（焼却）の追加〕

木くず 

 施設設置届の受理 

〔焼却施設の設置〕 

木くず 

 

昭和63年 

２月29日 

変更許可 

〔品目の追加〕 

有機性汚泥 

    

昭和63年 

４月21日 

 変更届受理 

〔破砕施設の追加〕 

がれき類 

 施設設置届の受理 

〔破砕施設の追加〕 

がれき類 

 

平成元年 

１月17日 

変更許可 

〔品目の追加〕 

廃油 

動植物性残さ 

変更許可 

〔焼却品目の追加〕 

汚泥 

廃油 

廃プラスチック類 

紙くず 

繊維くず 

動植物性残さ 

ゴムくず 

がれき類 
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年 月 日 収集運搬業 処分業（中間処理） 処分業（埋立処分） 処理施設（中間処理） 処理施設(最終処分)

平成元年 

7月14日 株式会社アール・ディエンジニアリングに社名変更 

廃棄物処理法改正に伴う産業廃棄物処理業に係る許可   

平成元年 

12月６日 

燃えがら（保管を含む） 

汚泥（保管を含む） 

廃油 

廃プラスチック類 

紙くず（保管を含む） 

木くず（保管を含む） 

繊維くず（保管を含む） 

金属くず（保管を含む） 

動植物性残さ 

ゴムくず 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

 

〔破砕〕 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

 

〔焼却〕 

汚泥 

廃油 

廃プラスチック類 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

動植物性残さ 

ゴムくず 

がれき類 

〔安定型埋立〕 

廃プラスチック類 

ゴムくず 

ガラス陶磁器くず、

がれき類 

  

平成２年 

10月５日 

 変更許可 

〔焼却品目の追加〕 

金属くず（医療系廃棄物

に限る） 

ガラス陶磁器くず（医療

系廃棄物に限る） 

   

平成３年 

９月７日 

変更許可 

〔品目の追加〕 

廃酸 

廃アルカリ 

変更許可 

〔乾燥の追加〕 

無機性汚泥 

 

〔焼却品目の追加〕 

廃酸 

廃アルカリ 

 

〔焼却能力の拡大〕 

汚泥 

廃油 

廃プラスチック類 

 

 施設設置届の受理 

〔乾燥施設の設置〕  

汚泥 

 

〔焼却施設の追加〕 

汚泥 

廃油 

廃プラスチック類 

 

 

平成５年 

６月28日 

特別管理産業廃棄物新規許

可 

汚泥 

廃油 

廃酸 

廃アルカリ 

感染性廃棄物 

特別管理産業廃棄物新規

許可 

〔焼却〕 

汚泥 

廃油 

廃酸 

廃アルカリ 

感染性廃棄物 

   

平成６年 

９月29日 

  変更届受理 

第２処分場の追加 

 第２処分場設置許可 

面積:8,652㎡ 

容量:59,550㎥ 

平成７年 

４月27日 

    第２処分場 

使用前検査完了 

平成７年 

10月31日 

   変更届受理 

〔焼却施設の変更〕 

木くず 

 

平成８年 

２月５日 

特別管理産業廃棄物 

変更許可 

〔下記対象品目に係る有害

物質の追加〕 

汚泥 

廃酸 

廃アルカリ 
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年 月 日 収集運搬業 処分業（中間処理） 処分業（埋立処分） 処理施設（中間処理） 処理施設(最終処分)

平成８年 

５月22日 

産業廃棄物（特別管理産業

廃棄物を除く）に係る変更

許可 

〔13号廃棄物の追加〕 

    

平成８年 

９月７日 

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物を除く）の処理業に係る更新許可 
  

平成９年 

12月16日 

特別管理産業廃棄物 

変更許可 

〔下記対象品目に係る有害

物質の追加〕 

廃油 

    

平成10年 

2月27日 

   特定産業廃棄物焼却施設の

使用の届出の受理 

木くず 

 

平成10年 

５月27日 

  
廃止届受理 

  

平成10年 

６月28日 

特別管理産業廃棄物 

更新許可 

特別管理産業廃棄物 

更新許可 

   

平成10年 

７月３日 

 変更許可 

〔焼却施設の追加〕 

 

〔乾燥施設の追加〕 

汚泥 

 施設設置許可 

〔焼却施設（ガス化溶融炉）

の設置〕 

 

〔乾燥施設の設置〕 

汚泥 

変更許可 

第１処分場 

面積:35,384㎡ 

容量:292,943㎥ 

 

第2処分場 

面積:9,276㎡ 

容量:122,437㎥ 

平成11年 

11月25日 

   施設休止届受理 

〔焼却施設の休止〕 

汚泥 

廃油 

廃プラスチック類 

 

〔乾燥施設の休止〕 

汚泥 

 

平成13年 

２月７日 

   施設廃止届の受理 

〔焼却施設（ガス化溶融炉）

の廃止〕 

 

〔乾燥施設の廃止〕 

汚泥 

 

平成13年 

９月７日 

産業廃棄物（特別管理産業

廃棄物を除く）に係る更新

許可 

（保管を除く行為のみ許

可） 

産業廃棄物（特別管理産

業廃棄物を除く）に係る

更新許可 

（破砕のみ許可） 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

   

平成14年 

11月18日 

   施設廃止届の受理 

〔焼却施設の廃止〕 

汚泥 

廃油 

廃プラスチック類 

 

〔乾燥施設の廃止〕 

汚泥 

 

〔特定産業廃棄物焼却施設

の廃止〕 

木くず 
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年 月 日 収集運搬業 処分業（中間処理） 処分業（埋立処分） 処理施設（中間処理） 処理施設(最終処分)

平成15年 

11月10日 

    軽微変更 

第1処分場 

面積:38,429.46㎡ 

容量:320,529㎥ 

第2処分場 

面積:10,111.47㎡ 

容量:80,659㎥ 

平成18年 

３月16日 

廃止届受理 

〔産業廃棄物（特別管理産

業廃棄物を除く）に係る廃

止〕 

    

平成18年 

３月31日 

 廃止届受理 

〔産業廃棄物（特別管理

産業廃棄物を除く）に係

る廃止〕 

   

 
③ 不適正処分の概要 

本事案の対象は、旧ＲＤ社が栗東市（当時、栗太郡栗東町）小野に設置した産業廃棄物の安

定型最終処分場である。旧ＲＤ社は、産業廃棄物の処分業（埋立処分）の許可のほか、収集運

搬業および処分業（中間処理：焼却・破砕・乾燥）ならびに特別管理産業廃棄物の処分業（中

間処理：焼却）の許可を取得し、それ以降、それらの許可品目を拡大しながら同一場所で事業

を展開していた。 
 同一場所で、産業廃棄物の処分業（埋立処分）の許可品目（廃プラスチック類、ゴムくず、

ガラス陶磁器くず、がれき類）以外の産業廃棄物（汚泥、廃油、廃アルカリ、木くずなど）を

収集運搬業および処分業（中間処理）の許可品目として取り扱っていたことから、産業廃棄物

の処分業（埋立処分）を営む中で、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下、「廃棄物処理法」

という。）に定める産業廃棄物の処理基準に違反して、許可品目以外の廃棄物の埋立処分や処分

場内を深掘りして許可容量を超える廃棄物を埋め立てる等の不適正処分が行われた。 
 
④ 不適正処分の規模および時期 

ア 許可容量の超過 

県が平成 19 年に行った旧処分場内 12 箇所のボーリング調査等の結果から、処分場許可時の

底面より平均５ｍ程度深くなっていることが判明し、埋め立てられていた廃棄物の総量は、許

可容量約 40 万㎥に対して 1.8 倍の約 72 万㎥と推定している。 
 



 9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

※
 
メ
ッ
シ
ュ
交
点
の
数
値
は
申
請
時
計
画
と
廃
棄
物
埋
立
下
面
標
高
の
差
を
示
す
。
 

※
 
赤
字
表
記
は
申
請
時
計
画
で
は
廃
棄
物
埋
立
が
な
く
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は
廃
棄
物
埋
立
が
推
定
さ
れ
る
地
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
表
記
数
値
は
推
定
さ
れ
る
廃
棄
物
埋
立
下
面
標
高
で
あ
る
。
 

※
 
メ
ッ
シ
ュ
は
2
0
ｍ
区
画
を
示
す
。
 

図
1
-
6
 
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
の
埋
立
量
調
査
結
果
 

 



 10

イ 許可品目外の埋め立て 

許可品目以外の埋立処分が行われた時期を、下記（ｱ）から（ｳ）の違法埋立の状況などから

概ね平成 2 年から平成８年までの間と推定した。平成元年の南側焼却炉設置以前は大量のド

ラム缶の搬入は考えにくく、平成８年以降は、旧ＲＤ社内部資料からドラム缶内容物の処理

に努めていることが確認できる。 

平成 17 年度、平成 19 年度および平成 22 年度の掘削調査において、ドラム缶、一斗缶およ

び木くずが集中的に埋立てされていたほか、モーター類、家電電子部品などの埋立てが確認

された。（図 1-7） 

平成 19 年度のボーリングコア調査の結果では、全体の 90％が廃プラスチック類やコンクリ

ート殻などの許可品目で占められ、残り 10％は木くずおよび焼却灰等などの許可品目外の廃

棄物と推定した。 

    (ｱ) 西市道側平坦部のドラム缶等の埋立て（平成２年～平成７年） 

    平成 17 年９月および 12 月に県が旧ＲＤ社に掘削調査を実施させたところ、コールター

ル、塗料系廃棄物および燃えがらなどを内容物とするドラム缶 105 個、塗料系廃棄物など

を内容物とする一斗缶 69 個、鉱物油（潤滑油）を内容物とするポリタンク１個および大

量の木くずが見つかった。 
県の許可関係書類および当時の航空写真等から推定される西市道側平坦部の埋立時期

と、一部のドラム缶の内容物である研磨砥石の製造年から、この違法埋立の時期は平成２

年から平成７年頃と推定される。 
(ｲ) 西市道側法面のドラム缶等の埋立て（平成２年頃～平成８年頃） 

平成 20 年２月から３月に掘削調査を実施したところ、コールタール、鉱さい、燃えが

らなどを内容物とするドラム缶 47 個や重曹の固形物等が見つかった。 
埋立時期については、（ｱ）と同様に県の許可関係書類等による推定時期と当該ドラム缶

と同時に掘り出した伝票、印刷物および新聞の日付からこの違法埋立の時期は平成２年頃

から平成８年頃と推定される。 
(ｳ) 東側焼却炉周辺のドラム缶の埋立て（平成６年４月～平成７年８月） 

    平成 20 年２月から３月に追加掘削調査を実施した結果、東側焼却炉のスロープの下か

らドラム缶 50 個、木くず置き場からドラム缶 17 個が集中して埋立てされており、全体で

95 個のドラム缶が見つかったほか、注射器や点滴用パック等の医療系廃棄物が見つかった。 
 また、東側焼却炉周辺において、平成 23 年３月に掘削調査を実施した結果、ドラム缶

16 個が見つかった。ドラム缶の内容物は、半固形状のタール等であり、内容物を分析し

た結果は、環境基準値内ではあるが、ベンゼンが検出された。 
 県の許可関係書類および当時の航空写真等から推定される埋立時期と、東側焼却炉の

設置時期およびドラム缶と同時に掘り出した新聞や医療系廃棄物の製造年月日から、この

違法埋立の時期は平成６年４月から平成７年８月の間と推定される。 
 

ドラム缶 木くず 
図 1-7 違法に埋め立てられていたドラム缶および木くず 
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⑤ 特定産業廃棄物の種類および量 

ア 特定産業廃棄物の種類 

平成 13 年１月から処分場内の特定産業廃棄物の状況について把握するため、表 1-2 のとお

り、ボーリングや掘削による埋立廃棄物とその周辺土壌有害物質調査を実施した。調査の実

施場所を図 1-8 に示す。 
また、県が旧ＲＤ社より徴収した最終処分量の実績（表 1-3）によると、廃プラスチック類

約 53,000 ㎥、ガラス陶磁器くず約 32,000 ㎥、ゴムくず約 300 ㎥、がれき類約 251,000 ㎥が

埋め立てられたとされている。 
参考として、県が旧ＲＤ社より徴収した処分業（中間処理）における受入量の実績を表 1-4

に示す。 
※ 旧ＲＤ社に残された書類からは最終処分場の開設から平成元年度の間の最終処分量が判

明しないため、許可関係書類等において添付されている現況埋立量から積算した。 
イ 特定産業廃棄物の量 

上記アの種類別埋立量は旧ＲＤ社の報告によるものであり、平成 19 年度の県の調査による
と、特定産業廃棄物の量は許可容量約 40 万㎥の 1.8 倍の約 72 万㎥と推定される。 
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表 1-2 最終処分量の実績 

埋立量（㎥） 

昭54年12月 

～ 

昭57年２月 

昭57年３月

～ 

昭60年７月

昭60年８月

～ 

昭62年６月

昭62年７月

～ 

平元年10月
平２年度 平３年度 平４年度

累計（開設～） 29,530 60,242 102,599 192,890 277,165 344,525 453,634

累計（平成２年度～） － － － － 84,275 151,635 260,741

期間計 29,530 30,712 42,357 90,291 84,275 67,360 109,109

品

目

別

内

訳 

廃プラスチック類 

ガラス陶磁器くず 

ゴムくず 

がれき類 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

24,674 

4,442 

134 

55,025 

 

6,158 

5,580 

101 

55,521 

 

22,082

14,921

36

72,067

 

埋立量（㎥） 平５年度 平６年度 平７年度 平８年度 平９年度 平10年度 合  計 

累計（開設～） 454,845 501,100 521,404 529,956 529,956 529,956 529,956

累計（平成２年度～） 261,955 308,210 328,514 337,066 337,066 337,066 337,066

期間計 1,214 46,255 20,304 8,552 0 0 －

品

目

別

内

訳 

廃プラスチック類 

ガラス陶磁器くず 

ゴムくず 

がれき類 

0 

620 

0 

594 

 

0

1,937

2

44,316

497

885

34

18,888

1

3,601

1

4,949

0 

0 

0 

0 

 

0

0

0

0

53,412

31,986

308

251,360
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表 1-3 処分業（中間処理）における受入量の実績 

受入量（㎥） 平２年度 平３年度 平４年度 平５年度 平６年度 平７年度 平８年度 平９年度

期間計    86,356    99,422   150,190    91,603   115,669   136,236   123,199   113,709

品 

 

 

目 

 

 

別 

 

 

内 

 

 

訳 

燃えがら 

汚泥 

廃油 

廃酸 

廃アルカリ 

廃プラスチック類 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

動植物性残さ 

ゴムくず 

金属くず 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

感染性廃棄物 

        0 

       17 

        0 

        0 

        0 

   24,674 

      612 

        0 

    1,367 

        0 

      134 

       85 

    4,442 

   55,025 

        0 

        0

    4,480

       30

        0

        0

    6,158

        0

   27,513

        0

        0

      101

       39

    5,580

   55,521

        0

        0

   11,619

      360

        0

        3

   25,657

      171

    9,564

      732

       29

       36

        0

   14,921

   72,122

   14,976

        0

   18,924

      218

       15

       17

   52,275

        0

   10,081

        0

      250

        0

        0

    1,654

    1,075

    7,094

        0

    8,850

      362

       41

       85

   28,315

        0

   11,079

      987

    1,507

       70

        0

    3,902

   44,316

   16,155

        0 

   27,357 

      533 

      226 

      132 

   39,267 

        0 

   22,390 

       36 

    3,691 

      109 

        0 

    2,891 

   18,888 

   20,716 

        0 

   26,751 

      674 

       94 

      140 

   38,596 

        0 

   25,264 

       62 

      637 

       89 

        0 

    4,919 

    4,949 

   21,024 

        0

   17,896

      496

       54

       78

   58,873

        0

   23,695

       42

      179

       34

        0

    1,638

        0

   10,724

 
受入量（㎥）  平10年度  平11年度   合 計 

期間計   101,286    43,349   1,061,019

 品 

 

 

 目 

 

 

 別 

 

 

 内 

 

 

 訳 

燃えがら 

汚泥 

廃油 

廃酸 

廃アルカリ 

廃プラスチック類 

紙くず 

木くず 

繊維くず 

動植物性残さ 

ゴムくず 

金属くず 

ガラス陶磁器くず 

がれき類 

感染性廃棄物 

        0 

    1,731 

      456 

       58 

       79 

   35,678 

    2,684 

   47,489 

      206 

       63 

       35 

        0 

    1,123 

        0 

   11,684 

        0

      723

      338

       40

       45

   16,400

    1,671

   15,601

      647

       26

      117

        0

      634

        0

    7,107

          0

    118,348

      3,467

        528

        579

    325,893

      5,138

    192,676

      4,079

      6,382

        725

        124

     41,704

    251,896

    109,480

 
(2) 不適正処分の経緯 

① 処分場の設置から硫化水素ガス発生前まで 

（昭和 54 年 12 月 26 日～平成 11 年 10 月 10 日） 

事業者佐野正（個人）は、昭和 54 年 12 月 26 日、県から産業廃棄物処理業の許可を受け、滋

賀県栗太郡栗東町小野鴨ヶ池７番地の１（当時）において、埋立面積 9,781 ㎡、埋立容量 60,242

㎥、取扱品目がれき類として最終処分場の経営を始め、翌年 1 月 21 日に佐野産業株式会社を設

立し、事業を承継した。 
昭和 57 年７月 13 日、最終処分場の取扱品目を、がれき類、ガラス陶磁器くず、ゴムくず、廃

プラスチック類の４品目へ変更した。 
昭和 60 年５月に、最終処分場の埋立面積を 23,386 ㎡、埋立容量 183,150 ㎥と拡張し、翌年の

昭和 61 年９月には、中間処理（焼却）業を追加し焼却炉を新設した。 
その後、平成元年８月 10 日に株式会社アール・ディエンジニアリングに社名を変更するとと

もに、以後、表 1-1 のとおり、最終処分場を拡張し、中間処理施設の設置、収集運搬の品目の追

加等、規模拡大を図ってきた。 
平成３年には、許可区域外で掘削し、廃棄物の埋立処分を行っていることが発覚したため、当

該行為の中止とともに、区域外の廃棄物の撤去、良質土による埋戻し、放置された廃棄物の適正

処理および処理場の囲いの設置について文書指導した。旧ＲＤ社からは是正計画書が提出され、
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県はそれを受理し、適正履行について文書指導した。 
平成６年から平成７年にかけては、旧ＲＤ社の焼却施設からばい煙やばいじんが飛散するとい

った住民からの苦情が頻発した。その都度県は立入検査を行い、発生原因の調査や旧ＲＤ社に対

する改善（焼却施設の運転方法の是正、ばい煙濃度計の設置および焼却炉メーカーとの原因究明

等）および報告書の提出を求め、是正させた。 
平成７年には、廃棄物の山積状態について指導を行い、木くずおよび廃プラスチック類の全量

撤去および残土系廃棄物の半量の処理を行う内容の是正計画を提出させ、同年９月 25 日に是正

を完了させた。残り半量の残土系廃棄物の処理については、別途計画書を提出させ、平成８年５

月頃まで継続して指導したが改善されなかった。 
平成９年には許可容量を超えて埋立てされていることが明らかになったことから、平成 10 年

に、今後、最終処分業として受け入れを行わないよう、最終処分業の廃止を指導し、同年５月

27 日付けで、最終処分業が廃止された。 
許可容量超過の埋立てについて、県は、同年６月２日、許可区域を超過して産業廃棄物が処分

され、法面が計画勾配を超えており、廃棄物の飛散、流出の危険性があるとして、産業廃棄物処

理施設の維持管理基準に適合するよう改善命令を発出した。旧ＲＤ社から、同日付でその命令に

対して、是正計画書が提出された。 
なお、平成 10 年６月 12 日付けで旧ＲＤ社から産業廃棄物処理施設変更許可申請書（第１処分

場の能力：面積 23,386 ㎡→35,384 ㎡、容量 183,150 ㎥→292,943 ㎥、第２処分場の能力：面積

8,652 ㎡→9,276 ㎡、容量 59,550 ㎥→122,437 ㎥）が提出され、現状を一部追認する形で同年７

月３日付で最終処分場の変更を許可した。 
旧ＲＤ社は、この改善命令の是正工事中において、埋立処分量を増やすために深掘りを行い、

当該掘削地に廃棄物（約５千㎥）を埋め立てて整地した。このような行為に対し県は、違法に埋

めた廃棄物を全量撤去し、粘土層の復元による遮水性の確保および良土による地山の復元を指導

し、その後、県は深掘箇所の是正を確認した。 
 
② 硫化水素発生から改善命令前まで 

（平成 11 年 10 月 11 日～平成 13 年 12 月 25 日） 

平成 11 年 10 月、近隣住民からの苦情に基づく調査の結果、処分場東側（北尾団地側）の排水

溝で 50ppm を超える硫化水素ガスが検出された。県は、旧ＲＤ社に対し硫化水素の原因が究明さ

れるまで是正工事を中止するよう要請するとともに、発生原因の究明とその対策を行うための調

査計画を策定するよう文書指導した。 
県は、「栗東町小野地先産業廃棄物最終処分場硫化水素調査委員会」を設置し、同委員会の助

言を受けながら、原因の調査やガス抜き、高濃度箇所の掘削、地下水調査などを実施した。平成

12 年１月の硫化水素発生原因調査において、深さ９ｍから 15,200ppm の硫化水素を検出したこ

とから、県は旧ＲＤ社に対し、濃度が低下するまで、処分業の自粛を要請し、旧ＲＤ社は中間処

理業の営業を自粛した。 
平成 13 年８月に、県は調査委員会の検討やボーリング等の調査結果を踏まえ、対策試案を住

民に提示し、同年 10 月に硫化水素ガス対策としての北尾団地に隣接する第２処分場の法面の後

退、浸透水汚染対策としての水処理施設の設置、地下水の汲上げ処理および監視モニタリングな

どの対策案を提案した。その上で、県が旧ＲＤ社にこれらの改善を実施させるとする確認書を住

民団体と締結した。 
なお、これら調査の過程において、旧ＲＤ社が平成５年 11 月から平成７年５月までの間に許

可区域外に埋立てを行っていたことが明らかになったことから平成 13 年９月、県は、産業廃棄

物処理施設の変更届義務違反であるとして、30 日間の業の全部停止命令を発出した。 
 
③ 改善命令から現在まで 

（平成 13 年 12 月 26 日～） 

硫化水素ガスの発生を端緒とした県の調査の結果、当処分場については、処分場浸透水の水質

が維持管理の技術上の基準に不適合であること、平成 10 年の深掘り箇所において処分場浸透水

が地下水に漏出し地下水の水質悪化のおそれがあること、硫化水素ガス等悪臭が発散するおそれ

があることといった生活環境の保全上必要な措置を講じる必要があるにもかかわらず、講じられ

ていなかったとして、平成 13 年 12 月 26 日、県は旧ＲＤ社に対し、下記の４つの項目について、
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改善命令を発した。 
ア 周縁地下水汚染防止の措置として、平成 10 年に実施した深掘箇所を是正すること 

（期限：平成 17 年３月 31 日） 

イ 水処理施設を設置し、処分場内の汚濁水および浸透水の水処理を行うこと 

（期限：平成 14 年６月 30 日） 

ウ 北尾地区法面の法すそを 20ｍ以上後退させるなど、悪臭の発散を防止すること 

（期限：平成 17 年３月 31 日） 

エ 措置の実施に先立ち、あらかじめ沈砂池を設置し、汚濁水の処理を行うこと 

（期限：平成 14 年６月 30 日） 

旧ＲＤ社は、県に対しイおよびエの命令については平成 14 年１月 31 日に、ウの命令について

は同年３月 29 日に改善計画書を提出した。また、アの命令については、同年２月 23 日、環境省

に対し審査請求の申立てを行ったが、平成 16 年１月 29 日、環境省は棄却の採決を行った。 
なお、改善計画の実施については、イおよびエの命令では地元協議や工事の状況から履行期限

延長願が提出され、平成 14 年 11 月に工事を完了させた。ウの命令では平成 15 年 11 月５日に事

前調査が実施され、平成 16 年３月 10 日に工事を完了させた。アの命令についても履行期限延長

願が提出され、平成 17 年６月 30 日に工事を完了させた。 
改善の期間中、周辺住民から寄せられた処分場からの高アルカリ排水流出情報に対し、県は平

成 14 年５月 24 日に処分場内の水を分析したところ pH11.4 の高アルカリ水であることが確認さ

れたため、旧ＲＤ社に原因調査を行うよう指導した。平成 14 年８月から 10 月までの原因調査の

結果、セメント系廃棄物が原因物質であると考えられたため、旧ＲＤ社に撤去させた。 
また、違法なドラム缶等の埋立てが行われているとの不安が住民の間に広がっていたことから、

県は、旧ＲＤ社に対し、証言のあった西市道側付近について、ドラム缶調査を行うよう指導した。

その結果、平成 17 年９月にドラム缶５個が発見されたため、同年 12 月に、範囲を拡大して追加

掘削調査を実施させたところ、さらに、破損して潰れたドラム缶 100 個、一斗缶 69 個、ポリタ

ンク１個を掘り出した。 
このため、県は、平成 18 年２月に、違法埋立ての時期や状況を確認するために、旧ＲＤ社に

廃棄物処理法第 18 条に基づく報告徴収を行ったが、旧ＲＤ社は、埋立て時期が平成元年から２

年頃と推測されるものの、当時の書類が存在しないため原因が分からず、会社がドラム缶等の埋

立てを指示した事実はないと、同年３月に文書で回答した。 
平成 18 年４月 12 日、県は旧ＲＤ社に対し、以下の２つの項目について、措置命令を発した。 

ア ドラム缶、一斗缶、ポリタンクおよび木くずの除去および適正処理すること 

（期限：平成 18 年６月 30 日、木くずにおいては同年９月 30 日） 

イ 当該ドラム缶等の違法な埋立て処分により汚染された土壌および廃棄物等を除去し、適正に

処理する等、生活環境の保全上支障を生じないよう対策を講じること 

（期限：平成 18 年９月 30 日） 

しかし、この措置命令は履行されないまま、平成 18 年６月８日、京都地方裁判所において旧

ＲＤ社破産手続の開始が決定された。 

 
３ 本県が行った調査および対策等 

(1) 改善命令（１回目）（平成 10 年６月） 

平成 10 年６月２日、許可区域を超過して産業廃棄物が埋立処分され、さらに法面勾配が 1:0.5

程度と急勾配となっており、廃棄物の飛散、流出の危険性があるとして、維持管理の技術上の基

準に適合するよう改善命令を発出した。 

旧ＲＤ社は、この改善命令の是正工事中において、埋立処分量を増やすために深掘りを行い、

当該掘削地に廃棄物(約５千㎥）を埋め立てて整地した。この行為に対し、違法に埋めた廃棄物

を全量撤去し、粘土層の復元による遮水性の確保および良土による地山の復元を指導した。 

 

(2) 硫化水素ガス対策（平成 11 年 10 月） 

平成 11 年 10 月、近隣住民から悪臭の通報があり、県が確認を行ったところ、処分場東側（北

尾団地側）の排水溝で 50ppm を超える硫化水素ガスが検出された。平成 11 年 10 月、県は、旧Ｒ

Ｄ社に対し硫化水素の原因が究明されるまで是正工事を中止するよう要請するとともに、発生原

因の究明とその対策を行うための調査計画を策定するよう文書指導した。これを受けて県では、
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専門家による調査委員会を設置し、原因究明と対策等について検討し、旧ＲＤ社に対し硫化水素

除去装置の設置やモニタリングを実施させた。 

 

(3) 処分場ボーリング掘削調査（平成 13 年１月） 

県は、処分場内の特定産業廃棄物の状況について把握するために、ボーリングを２箇所実施し、

溶出量試験、含有量試験を行った。その結果、含有量試験で鉛が土壌対策汚染法の指定基準を超

えて検出された。また、ボーリングコアからは、許可品目外としては、ベニヤ片、木くず、畳、

金属片、段ボール紙片、耐水紙、電線、空き缶が確認された。 

 

(4) 井戸水使用自粛の呼びかけ（平成 13 年７月） 

平成 13 年６月に県が実施した地下水調査（平成 11 年の硫化水素発生に起因する県よるモニタ

リング地下水調査）において、ダイオキシン類およびほう素が環境基準を超過して検出された。

そのため、平成 13 年７月、県は栗東市と協力のうえ、地下水汚染の影響が心配される処分場下

流域の家庭井戸について井戸水の使用自粛の呼び掛けを行った。 

 

(5) 廃棄物処理法に基づく業の全部停止命令(平成 13 年９月） 

平成 13 年９月 25 日、旧ＲＤ社が平成５年 11 月から平成７年５月までの間、許可区域外に埋

立て処分を行ったことが判明したことから、法第 14 条の３に基づき 30 日間の業の全部停止を命

じた。なお、当該廃棄物については、撤去のうえ適正処理を指導し、旧ＲＤ社により全量撤去さ

れた。 

 

(6) 改善命令（２回目）（平成 13 年 12 月） 

硫化水素ガスの発生を端緒とした県の調査の結果、当処分場については、処分場浸透水の水質

が維持管理の技術上の基準に不適合であること、平成 10 年の深掘り箇所において処分場浸透水

が地下水に漏出し地下水の水質悪化のおそれがあること、硫化水素ガス等悪臭が発散するおそれ

があることといった生活環境の保全上必要な措置を講じる必要があるにもかかわらず、講じられ

ていなかったとして、平成 13 年 12 月 26 日、県は旧ＲＤ社に対し、下記の４つの項目について、

改善命令を発した。 

① 周縁地下水汚染防止の措置として、平成 10 年に実施した深掘箇所を是正すること。（期

限：平成 17 年３月 31 日） 

② 水処理施設を設置し、処分場内の汚濁水および浸透水の水処理を行うこと。（期限：平

成 14 年６月 30 日） 

③ 北尾地区法面の法すそを 20ｍ以上後退させるなど、悪臭の発散を防止すること。（期限：

平成 17 年３月 31 日） 

④ 措置の実施に先立ち、あらかじめ沈砂池を設置し、汚濁水の処理を行うこと。（期限：平

成 14 年６月 30 日） 

 

 
① 深掘箇所の是正（遮水シートの敷設） 

（平成 17 年６月完了） 
② 処理施設の設置 

（平成 14 年 11 月完了） 
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③ 北尾団地側法面後退工事 

（平成 16 年３月完了） 
④ 沈砂池の設置 

（平成 14 年 11 月完了） 
図 1-9 改善命令の是正工事完了の様子 

 
(7) 高アルカリ排水対策（平成 14 年８月） 

周辺住民から寄せられた処分場からの高アルカリ排水流出情報により、処分場内の水を分析し

たところ高アルカリ排水が確認されたため、旧ＲＤ社に原因調査を行うよう指導した。平成 14

年８月から 10 月までの原因調査の結果、原因物質はセメント系廃棄物であることが判明した。

そのため、県では、旧ＲＤ社に対し原因物質の撤去等の指導を行った。 

 
(8) 北尾側法面後退工事事前調査（平成 15 年 11 月） 

(6)③の工事着前の事前調査として表層ガス調査結果をもとに、県において重機による掘削調

査（つぼ掘り調査）を実施した。採取した３箇所の試料により溶出量試験（平成３年８月 23 日

環境庁告示第 46 号）と含有量試験（底質調査法）を実施したが、土壌汚染対策法の指定基準以

下であった。許可品目外として、木くず、金属くずがわずかに確認された。 

 
(9) 北尾側平坦部調査（平成 16 年５月） 

(6)③の法面後退工事後の平坦部下の確認を調査するために、県において平坦部の掘削調査（つ

ぼ掘り調査）を７箇所実施し、採取した７箇所の試料により溶出量試験と含有量試験を実施した

が、土壌汚染対策法の指定基準以下であった。許可品目外として、木くず、金属くずがわずかに

確認された。 
 
(10) 深掘箇所是正工事調査（平成 16 年 12 月から平成 17 年２月） 

(6)③の旧ＲＤ社が実施した是正工事において、埋立て廃棄物を確認するために、掘削廃棄物

を県が採取し、溶出量試験と含有量試験分析を実施した。含有量試験で土壌から鉛が土壌対策汚

染法の指定基準（含有量基準）を超過して検出された。 

 

  
ドラム缶 一斗缶 

図 1-10 掘り上げたドラム缶および一斗缶 
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(11) ドラム缶掘削調査（平成 17 年９月、12 月）および安定型産業廃棄物最終処分場に埋め立てで

きない産業廃棄物の除去を命ずる措置命令（平成 18 年４月） 

平成 17 年９月および同年 12 月、県が旧ＲＤ社に行わせた掘削調査において廃油やコールター

ル状の廃棄物等を内容物とするドラム缶等や木くず等の安定型産業廃棄物最終処分場に埋め立

てできない産業廃棄物が埋め立てられていることが判明した。そのため周辺の生活環境の保全に

支障が生じるおそれがあるとして、平成 18 年４月 12 日、これら廃棄物の除去ならびにこれらに

汚染された土および廃棄物の除去について措置を命じた。 

 

(12) 処分場中央部廃棄物埋立状況調査（平成 18 年３月） 

廃棄物の埋立状況等を確認するために、３地点においてボーリング調査を実施し、溶出量試験

および含有量試験を実施したところ、溶出量試験でほう素、ふっ素が環境基準を超えて検出され

た。また、含有量試験で鉛が指定基準を超えて検出された。許可品目外としては、金属片、木く

ずが確認された。  

 

(13) 特定産業廃棄物に起因する生活環境保全上の支障の除去を命ずる措置命令（平成 20 年５月 28

日） 

旧ＲＤ最終処分場において焼却炉、覆土等が適切な措置を講じられずに放置されていることを

受け、浸透水および地下水の汚染のおそれの除去等ならびに旧ＲＤ最終処分場からの埋立廃棄物

の飛散流出および存置された焼却炉に残存、付着している燃え殻、ばいじんの飛散流出による支

障の除去等について、措置命令を発出した。 

 

(14) 焼却炉解体撤去（平成 22 年７月） 

使用が廃止された焼却炉については、設置後 20 年以上が経過して炉の一部が破損したまま放置

されており、老朽化等により倒壊のおそれがある。さらに、倒壊に伴って、ダイオキシン類を含

む焼却灰等が飛散して健康被害を生じるおそれもあることから、行政代執行により解体撤去を実

施した。 

 

 
解体撤去前 解体撤去後 

図 1-11 南側焼却炉の解体撤去の状況 

 
(15) 下水道接続工事（平成 23 年 10 月） 

浸透水の漏水による地下水汚染を低減するため、行政代執行により、浸透水を汲み上げ、平成

13年12月26日に発した改善命令の履行として旧ＲＤ社が設置した水処理施設（以下「既設水処理

施設」という。）で処理し、下水道へ放流できるよう接続工事を実施した。 

 

(16) 一次対策工事（平成 24 年８月～平成 25 年３月予定） 

生活環境保全上の支障またはその生じるおそれ（以下「支障等」という。）のうち、地下水の汚

染拡散のおそれの一部を除去するために、支障等の原因となっている廃棄物および当該廃棄物に
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より汚染された土砂（以下「原因廃棄物等」という。）であって一次調査の時点で東側焼却炉付近

に存在することが確認できたものの掘削除去ならびに地下水汚染拡散軽減措置として既設水処理

施設を活用した浸透水揚水処理を行うための井戸の設置等を実施している。 

 
４ 特定産業廃棄物に起因する生活環境保全上の支障の除去等事業実施の必要性 

(1) 措置命令およびその履行の見込み 

県は、平成 20 年５月 28 日に、不適正処分を行った旧ＲＤ社および同社の元代表取締役に対し

て、旧処分場において以下の支障等を除去する必要があるとして、廃棄物処理法第 19 条の５の規

定に基づき、これら支障等を除去する措置命令を発出した。 
（旧処分場における支障等） 

① 一部法面が急峻であり、覆土されていないこと、また処分場上部についても一部覆土されて

いないことから、廃棄物の飛散流出のおそれがあること。 

② 安定型産業廃棄物処分場に安定型産業廃棄物以外の産業廃棄物が埋め立てられたことにより

浸透水が汚染され、さらには汚染された浸透水により地下水の汚染が拡散されるおそれがある

こと。 

③ 高濃度の硫化水素ガスが発生しており、悪臭により周辺の生活環境に支障を生じるおそれが

あること。 

④ 使用されておらず放置されている焼却炉について、一部腐食等により損壊しており、さらに

老朽化等による倒壊等により、付着しているばいじん等の飛散流出のおそれがあること。（この

支障のおそれについては、平成 22 年７月までに処置済み） 

また、上記の措置命令に関し、平成 20 年６月４日に、確知できない処分者等に係る廃棄物処理

法第 19 条の８第１項の規定に基づく公告を行ったほか、上記の支障等のうち②について、責任が

認められる元役員等３人に対し、平成 20 年７月 24 日に措置命令を発出した。 

しかしながら、旧ＲＤ社および同社元代表取締役はともに平成 18 年に破産手続を行っておりい

ずれも資力僅少と認められること、元役員等のうち１人は措置命令の処分を不服として不服申立

てを行っており履行の意思がないこと、その他の元役員等についても、当該措置命令は履行期限

を徒過しているにもかかわらず現時点で着手すらされていないことから、既に判明している処分

者等により履行される見込みはなく、また、上記公告により履行する者が現れることも想定しに

くい状況にある。 

 

(2) 支障等の状況 

上記４つの支障等のうち、②および④については緊急性が高いと判断されたところ、上述の事

情のもとでは被命令者による履行が期待できないことから、県が行政代執行により②の支障等の

除去のための措置の一部および④の支障等の除去のための措置に着手し、平成 22 年７月までに、

④に係る措置を完了したところである。 

残る支障等のうち①および③については、週１回のパトロール等により監視しており、現在の

ところ支障は生じていないが、今後、豪雨等による法面崩壊や洗掘、突風等による廃棄物の飛散

流出のおそれがある。また、硫化水素が発生するおそれがないとは否定できない。また、現状に

おいて①については、覆土箇所が一部であり、廃棄物が露出している部分がある。また西市道側

法面下部の勾配は 1:0.5 程度であり、浸透水等による浸食によって廃棄物が露出、崩落している

箇所が確認されており、②については、これまでの調査により以下のような状況が確認されてい

る。 
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表 1-4(1) 有害物質検出状況(1) 

  一次対策工事計画時 

（平成 23 年９月） 

 二次対策工事計画時 

（平成 24 年７月） 

埋立判定基準超過 
テトラクロロエチレン、トリクロロエ

チレン、1,2-ジクロロエチレン 
⇒

テトラクロロエチレン、トリクロロエ

チレン、1,2-ジクロロエチレン 

土壌環境基準超過 
ベンゼン、砒素、ふっ素、ほう素、 

ダイオキシン類 
⇒

ベンゼン、砒素、ふっ素、ほう素、 

ダイオキシン類 

廃
棄
物
土 

地下水環境基準超過 塩化ビニルモノマー、1,4-ジオキサン ⇒ 塩化ビニルモノマー、1,4-ジオキサン

地下水環境基準超過 

鉛、砒素、ほう素、 

1,2-ジクロロエチレン、 

塩化ビニルモノマー、 

1,4-ジオキサン 

⇒

鉛、砒素、ほう素、ふっ素、 

1,2-ジクロロエチレン、 

塩化ビニルモノマー、 

1,4-ジオキサン、ダイオキシン類 
浸
透
水 

地下水環境基準以下検出 

テトラクロロエチレン、 

トリクロロエチレン、ベンゼン、 

ふっ素、ダイオキシン類 

⇒

テトラクロロエチレン、 

トリクロロエチレン、ベンゼン 

地下水環境基準超過 
調査対象外 

⇒
超過物質なし 上

流
地
下
水 地下水環境基準以下検出 

調査対象外 
⇒

ダイオキシン類 

地下水環境基準超過 
ほう素、砒素、1,4-ジオキサン 

⇒
ほう素、砒素、1,4-ジオキサン 

場
内
地
下
水 

地下水環境基準以下検出 
ふっ素、塩化ビニルモノマー、 

ダイオキシン類 ⇒
ふっ素、塩化ビニルモノマー、 

ダイオキシン類 

地下水環境基準超過 

1,2-ジクロロエチレン、ほう素、砒素、

塩化ビニルモノマー、 

1,4-ジオキサン、ダイオキシン類 

⇒

1,2-ジクロロエチレン、ほう素、砒素、

塩化ビニルモノマー、 

1,4-ジオキサン、ダイオキシン類 

周
縁
地
下
水 地下水環境基準以下検出 ふっ素 ⇒ 鉛、ふっ素 

地下水環境基準超過 
総水銀、ほう素、塩化ビニルモノマー、

1,4-ジオキサン 
⇒

総水銀、ほう素、塩化ビニルモノマー、

1,4-ジオキサン 下
流
地
下
水 地下水環境基準以下検出 

1,2-ジクロロエチレン、ふっ素、鉛、

ダイオキシン類 ⇒

1,2-ジクロロエチレン、ふっ素、鉛、

ダイオキシン類 

廃棄物土：旧処分場内の廃棄物および土砂をいう。以下同じ。 
埋立判定基準：金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令（昭和 48 年 2月 17 日総理府令第５号）別表第五で

定める基準 
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表 1-4(2) 有害物質検出状況(2) 

  
 

これらの結果から、塩化ビニルモノマー、1,4-ジオキサン等については、旧処分場内の廃棄物

土が地下水の汚染原因となっている可能性があるため、支障除去等を実施しなければ、これらに

起因する下流地下水の汚染がさらに拡大することが懸念される。 

 
③については、平成23年度に実施した表層ガス調査では概ね50ppm未満であったことから、硫化

水素濃度については平成12年度（最大15,200ppmの硫化水素を検出）に比べて低下傾向が見られる。 

ただし、場内浸透水の調査結果で、硫酸イオン濃度が最高 750mg/L と周縁地下水と比較しても

高い値で検出されており、BOD が 50mg/L、COD が 96mg/L と維持管理基準を超過する箇所も存在す

ることから、硫化水素が発生するおそれは否定できない。 

 
(3) 支障の除去等事業実施の必要性 

以上のような状況にあることから、最終的に行政代執行により県が措置を講じる必要があると

判断した。 
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第２章 特定産業廃棄物に起因する支障の除去等の措置に関する基本的な方向 

 

１ ＲＤ最終処分場問題対策委員会における調査および検討 

本県は、処分場から発生する諸問題については、原因者である旧ＲＤ社に是正させるとの基本姿

勢で、改善命令等を発してきたが、旧ＲＤ社が経営破綻した厳しい事態を受け、廃棄物処理法の主旨

に基づき対応策を検討するため、学識経験者、地域住民の代表、栗東市職員で構成する「ＲＤ最終処

分場問題対策委員会（以下「対策委員会」という。）」を設置した。 

対策委員会は、平成 18 年 12 月から平成 20 年３月までの間に 15 回開催され、これまで栗東市お

よび本県で行ってきた各種調査結果に基づき処分場の現状評価を行い、支障の除去等に関する対応策

の検討を行った。 

  対策委員会の検討内容の理工学的事項について専門的な検討を行うため、対策委員会に専門部会

を設置した。同部会は、平成 19 年３月から平成 19 年 11 月までの間に７回開催され、処分場の現状

評価や対応策について技術的で専門的な検討を行った上で、その検討結果をその都度対策委員会に

報告した。 

対策委員会は最終的に委員の多数決により18名の委員のうち最多数の８名が推奨した案を推奨案

として提示したものの、県は平成20年５月15日の滋賀県議会において、対策委員会の報告書にとり

まとめられている「旧ＲＤ最終処分場における支障の除去等の基本方針」に基づき、当該推奨案と

異なる原位置浄化を対策の基本とする案を基本に実施計画案を策定することを公表し、周辺自治会

等に説明したが、合意に至らなかったため、平成21年２月５日の滋賀県議会において、現時点で対

策工を実施することは難しいと判断したことを報告した。 

対策工の実施を見送ったことから、平成 21 年３月 18 日の滋賀県議会において、抜本対策実施ま

での当面の取り組みとして、焼却炉の解体撤去、既設水処理施設修繕工および下水道への接続、な

らびに仮設シート工等、緊急対策工事を実施することについて報告した。その後、緊急対策工事に

ついて、周辺自治会等への説明会を随時実施し、平成 22 年１月 28 日に焼却炉の解体撤去工事に、

平成 22 年２月 16 日に既設水処理施設修繕工および下水道への接続工事等に、平成 22 年２月 17 日

に仮設シート工等の工事に着手した。 

 

２ 旧ＲＤ最終処分場有害物調査検討委員会における助言 

平成 21 年 11 月 22 日の環境副大臣の来県を受けて、今後の本県の対応方針を再検討して決定し、

平成 22 年１月 23 日に周辺自治会に説明を実施した。その基本方針として、県は、当該事案の区域

内の有害物をできる限り除去することを盛り込んだ対策工法を最終決定するための最後の調査とし

て、これまでに実施してきたボーリング調査等に追加して、新たなボーリングによる詳細な有害物

調査および既存井戸の浸透水・地下水等の測定を行うこと、当該調査により見つかった有害物は、

対策の一環として除去することとした。なお、有害物調査および対策工基本方針の検討にあたり、

理工学的事項について専門的な意見を反映させるため、「旧ＲＤ最終処分場有害物調査検討委員会

（以下「有害物調査検討委員会」という。）」を設置した。 

有害物調査検討委員会は、平成 22 年 10 月から平成 24 年９月までの間に８回開催され、廃棄物お

よび地下水等の調査の実施ならびに調査結果の評価、支障の除去等に係る効果的かつ合理的な対策

工基本方針の検討等について助言を受けた。表 2-1 に有害物調査検討委員会の開催状況を示す。な

お、有害物調査は、平成 22 年 10 月から平成 23 年 12 月にかけて一次調査を、平成 24 年１月から平

成 24 年９月にかけて二次調査を実施した。 

 

表 2-1 有害物調査検討委員会等開催状況 

年月日 有害物調査検討委員会 

平成 22 年 10 月 30 日 

第１回 

・委嘱状交付 

・委員会設置要綱、委員長等選出について 

・既存データおよび調査計画案の説明 

・調査計画案に対する周辺住民意見聴取 
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平成 23 年１月 23 日 

第２回 

・有害物調査（一次調査案）について 

・追加分析実施にあたっての考え方について 

・議事内容に関する周辺自治会からの質疑 

平成 23 年３月 20 日 

第３回 

・有害物調査（一次調査）について 

・今後のスケジュールについて 

・議事内容に関する周辺自治会からの質疑 

平成 23 年６月 19 日 

第４回 

・一次調査結果について 

・対策工の基本的な考え方について 

・議事内容に関する周辺自治会からの質疑 

平成 23 年８月 23 日 

第５回 

・一次調査の評価（案）について 

・対策工の基本的な考え方（案）について 

平成 24 年２月 12 日 

第６回 

・一次調査結果の評価について 

・周辺地下水調査について 

平成 24 年６月 17 日 

第７回 

・二次調査結果について 

・二次対策工（案）について 

平成 24 年９月 12 日 
第８回 

・二次対策工（案）について 

 
３ 支障の除去等を講ずる必要がある事案に関する事項 

(1) 汚染等の状況 

① 表層ガスおよび孔内ガス調査 

    硫化水素の調査結果は次のとおりであった。 

ア 一次調査：概ね０～47 ppm（最大 86 ppm） 

イ 二次調査：概ね０～47 ppm（最大 100 ppm） 

既存調査（平成 12 年度の最大濃度 15,200 ppm）に比較し、ガス濃度は低下する傾向が見ら

れる。 

    メタンの調査結果は次のとおりであった。 

ア 一次調査：概ね０～30%（最大 54%） 

イ 二次調査：概ね０～21%（最大 40%） 

既存調査（平成12年度の最大濃度68%）に比較し低下しているものの、濃度が高い地点も存在

する。 

② 廃棄物土の分析 

旧処分場に、図1-8のように30m格子の調査区画を設定し、一次調査（ボーリング調査）を実

施した。ボーリングで得られた試料について、溶出量試験および含有量試験を行った。なお、

溶出量試験は平成３年８月23日環境庁告示第46号、含有量試験はダイオキシン類については平

成11年12月27日環境庁告示第68号に示す方法で、ダイオキシン類以外については昭和50年10月

28日環水管120号の底質調査法に示す方法で実施した。 

溶出量試験は、環境庁告示第46号で実施したが、産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法（昭

和48年２月17日環境庁告示13号）とほぼ同様であることから、特別管理産業廃棄物の埋立処分

に係る判定基準（昭和48年２月17日総理府令第５号）とも比較している。 

一次調査で土壌環境基準を超過した試料を採取したボーリング地点については、当該ボーリ

ング地点周辺の汚染状況の広がりをより詳細に確認するために、調査区画を細分化して当該ボ

ーリング地点を中心とする 10ｍ格子の調査区画を設定し、当該ボーリング地点が存する 10ｍ調

査区画に隣接する８つの 10ｍ調査区画（図 2-1）において二次調査（ボーリング調査）を実施

し、一次調査と同様の試験を行った（ボーリング調査が困難な沈砂池周辺を除く）。 
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一次調査および二次調査において特別管理産業廃棄物の埋立処分に係る判定基準（昭和 48 年

２月 17 日総理府令第５号）または土壌環境基準を超過した区画は表 2-2 のとおりである。二次

調査によって汚染状況を詳細に確認できた。 

 

 
図 2-1 二次調査区画の設定方法 

n1 n2 n3 

n4 n5 n6 

n7 n8 n9 

10m 

30m 

n5 ：一次調査における土壌環境基準超過地点 

：二次調査地点（ｎ５を除く８地点）
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表 2-2 溶出量試験における特別管理産業廃棄物の埋立処分に係る判定基準または土壌の汚染に係

る環境基準の超過区画 

項目 
（参考）特別管理産業廃棄物の埋立

処分に係る判定基準値の超過区画 
土壌の汚染に係る環境基準値の超

過区画 

テトラクロロエチレン 
H22-ク-5（1.0～3.0m） 

H22-ク-5（調査地点②）（0.0～1.5m）
- 

トリクロロエチレン H22-ク-5（1.0～3.0m） H22-ク-5（調査地点②）（0.0～1.5m）

1,2-ジクロロエチレン H22-ク-5（1.0～3.0m） H22-ク-5（調査地点②）（0.0～1.5m）

ベンゼン - 
H22-ク-5（調査地点②）（0.0～1.5m）

H22-ク-5（1.0～3.0m） 

塩化ビニルモノマー - 
H22-ク-5（調査地点②）（0.0～1.5m）

H22-ク-5（1.0～3.0m） 

1,4-ジオキサン - 
H23-ｸ-5-n1(4.8～5.8m) 

H23-ｸ-5-n4(1.1～2.1m) 

砒素 - 

H22-ア-4（30.0～33.0m） 

H22-ア-5（15.0～19.5m） 

H22-カ-5（12.0～15.0m） 

H23-カ-5-n1(11.5～14.5m) 

H23-カ-5-n6(8.5～9.5m) 

H23-カ-5-n7(11.8～14.8m) 

H23-カ-5-n8(15.1～18.1m) 

H23-カ-5-n9(8.4～11.4m) 

H22-カ-6（12.0～22.0m） 

H23-カ-6-n6（9.4～12.4m） 

H23-カ-6-n8（9.0～12.0m） 

H22-キ-4（6.0～12.0m） 

H23-キ-4-n1（6.1～9.1m） 

H23-キ-4-n2（3.1～6.1m） 

H23-キ-4-n3（9.1～15.1m） 

H23-キ-4-n4（9.0～12.0m） 

H23-キ-4-n7（11.8～14.8m） 

H23-キ-4-n8（11.7～14.7m） 

H23-キ-4-n9（8.5～11.5m） 

H22-ク-6（9.0～11.0m） 

H23-ク-6-n1（9.0～18.0m） 

H23-ク-6-n4（9.0～12.0m） 

H22-ク-9（3.0～8.1m） 

H23-ク-9-n3（3.6～8.0m） 

H23-ク-9-n6（5.2～6.5m） 

H23-ク-9-n8（4.1～6.2m） 

ふっ素 - 

H17-オ-8（BC 箇所）（0.0～6.0m）

H17-オ-8（C 箇所）（0.0～6.0m）

H22-カ-4（9.0～12.0m） 

H17-カ-8（0.0～8.0m）  

H22-ク-7（0.0～6.0m） 

H22-ケ-3（9.0～12.0m） 

H22-ケ-4（0.0～3.0m） 

H22-ケ-4（追加地点③）(地表面)

ほう素 - H22‒ア-5（18.0～19.5m） 

＊二次調査で基準の超過が判明した区間については下線を付している。 
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図 2-2 廃棄物土分析結果位置図 溶出量試験 VOCs 

（ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 埋立判定基準 0.1mg/L 環境基準値 0.01mg/L） 

（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 埋立判定基準 0.3mg/L 環境基準値 0.03mg/L） 

（1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 埋立判定基準 0.4mg/L 環境基準値 0.04mg/L） 

（ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 埋立判定基準 0.1mg/L 環境基準値 0.01mg/L） 

（塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 環境基準値 0.002mg/L） 

（1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 環境基準値 0.05mg/L） 

H23-ｸ-5-n1(4.8～5.8m)
（ボーリング調査）
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ
0.057mg/L

H23-ｸ-5-n4(1.1～2.1m)
（ボーリング調査）
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ
0.12mg/L

H22-ｸ-5（1.0～3.0m）
（ボーリング調査）
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
1.9～3.9(mg/L)
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
0.14～0.58(mg/L)
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
0.19～1.8(mg/L)
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
0.012～0.092(mg/L)
塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ
0.0094～0.074(mg/L)0 50m

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点

H22-ｸ－5（ 0.0～1.5m ）
（試掘調査：調査地点②）
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
0.37(mg/L)
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
0.035(mg/L)
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ0.10(mg/L)
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
0.012(mg/L)
塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ
0.0052(mg/L)
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図 2-3 廃棄物土分析結果位置図 溶出量試験（砒素 環境基準値 0.01mg/L） 

H22-ｱ－5（15.0～19.5m）
傾斜20°
0.012～0.014（mg/L）

H22-ｱ－4（30.0～33.0m）
傾斜20°
0.014（mg/L）

H23-ｶ－5-n1（11.5～14.5m）0.011（mg/L）
H22-ｶ－5（12.0～15.0m）0.012（mg/L）
H23-ｶ－5-n6（8.5～9.5m）0.018（mg/L）
H23-ｶ－5-n7（11.8～14.8m）0.012（mg/L）
H23-ｶ－5-n8（15.1～18.1m）0.014（mg/L）
H23-ｶ－5-n9（8.4～11.4m）0.021（mg/L）

H23-ｸ－6-n1（9.0～18.0m）0.011～0.014（mg/L）
H23-ｸ－6-n4（9.0～12.0m）0.011（mg/L）
H22-ｸ－6（9.0～11.0m）0.012（mg/L）

H23-ｷ－4-n1（6.1～9.1m）0.015(mg/L)
H23-ｷ－4-n2（3.1～6.1m）0.029(mg/L)
H23-ｷ－4-n3（9.1～15.1m）0.012～0.018(mg/L)
H23-ｷ－4-n4（9.0～12.0m）0.022(mg/L)
H22-ｷ－4（6.0～12.0m）0.013～0.020(mg/L)
H23-ｷ－4-n7（11.8～14.8m）0.013(mg/L)
H23-ｷ－4-n8（11.7～14.7m）0.021(mg/L)
H23-ｷ－4-n9（8.5～11.5m）0.013(mg/L)

0 50m

斜めボーリング

20°

ボーリング方向

H22-ｶ－6（12.0～22.0m）0.012～0.071（mg/L）
H23-ｶ－6-n6（9.4～12.4m）0.015（mg/L）
H23-ｶ－6-n8（9.0～12.0m）0.016（mg/L）

H23-ｸー9-n3（3.6～8.0m）0.013～0.016（mg/L）
H22-ｸー9（3.0～8.1m）0.013～0.025（mg/L）
H23-ｸー9-n6（5.2～6.5m）0.012（mg/L）
H23-ｸー9-n8（4.1～6.2m）0.014（mg/L）

ボーリング調査地点

凡例

ボーリング調査地点

凡例

n2

n5n1

n3

n4

n7
n8

n9

n6

10m

30m

n5 ：環境基準超過地点

：二次調査地点
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図 2-4 廃棄物土分析結果位置図 溶出量試験（ふっ素 環境基準値 0.8mg/L） 

H17-ｵ－8（0.0～6.0m）
（C箇所）
2.2（mg/L）

H22-ｶ－4（9.0～12.0m）
1.1（mg/L）

H17-ｶ－8（0.0～8.0m）
（F箇所）
1.0（mg/L）

H22-ｸ－7（0.0～6.0m）
1.1（mg/L）

H22-ｹ－4 （追加地点
③）（地表面）
0.81（mg/L）

H22-ｹ－4（0.0～3.0m）
1.0（mg/L）

H22-ｹ－3（9.0～12.0m）
0.81（mg/L）

0 50m

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点

H17-ｵ－8（0.0～6.0m）
（BC箇所）
1.5（mg/L）
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図 2-5 廃棄物土分析結果位置図 溶出量試験（ほう素 環境基準値 1.0mg/L） 

H22-ｱ－5（18.0～19.5m）
傾斜20°
1.1（mg/L） 0 50m

ボーリング調査地点

凡例

ボーリング調査地点

凡例

斜めボーリング

20°
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含有量試験は、ダイオキシン類を除いて底質調査法に示す方法で実施したため、試験方法が

異なることから、土壌汚染対策法施行規則に定められている土壌含有量基準との比較について

は参考扱いとしている。また、底質調査法は底質に対し含水比100%を想定した試験方法である

のに対し、産業廃棄物の最終処分場はそのような状況になるとは考えられないことから、PCBに

ついて、昭和50年10月28日付け環水管119号の暫定除去基準との比較については参考扱いとして

いる。ダイオキシン類については、平成11年12月27日付け環境庁告示第68号に示す方法で実施

し、同第68号の土壌の汚染に係る環境基準値と比較した。一次調査および二次調査において上

記の参考の基準値を超過した区画は表2-3の通りである。 

なお、二次調査において上記の参考の基準値を超過した区画はなかった。 

 
表 2-3 含有量試験における（参考）土壌汚染対策法の指定基準および 

土壌の汚染に係る環境基準の超過区画 

項目 
（参考）土壌汚染対策法の 

指定基準値の超過区画 

土壌の汚染に係る 

環境基準値の超過区画 

ダイオキシン類 - 
H22-ク-3（3.0～6.0m） 

H17-オ-8（0.0～6.0m） 

鉛 

H22-ア-5（18.0～19.5m） 

H22-イ-3（18.0～20.0m） 

H22-ウ-3（9.0～11.6m） 

H22-エ-2（18.0～20.5m） 

H22-エ-4（9.0～18.0m） 

H22-エ-5（0.0～18.5m） 

H22-オ-3（9.0～22.7m） 

H22-カ-2（KB1）（0.0～15.0m） 

H22-カ-6（18.0～22.0m） 

H22-カ-7（KB3）（0.0～18.0m） 

H22-キ-7（0.0～9.0m） 

H22-キ-8（0.0～9.0m） 

H22-ク-5（調査地点②）（0.0～1.5m）

H22-ク-6（0.0～9.0m） 

H22-コ-6（9.0～12.1m） 

- 
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図 2-6 廃棄物土分析結果位置図 含有量試験（ダイオキシン類 環境基準値 1,000pg-TEQ/g） 

H22-ｸ－3（3.0～6.0m）
1,300（pg-TEQ/g）

H17-ｵ－8（0.0～6.0m）
（BC箇所）
1,200（pg-TEQ/g）0 50m

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点
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図 2-7 廃棄物土分析結果位置図 全含有量試験【底質調査法】（鉛 参考・指定基準値 150mg/kg） 

H22-ｱ－5（18.0～19.5m）
傾斜20°
180（mg/kg）

H22-ｶ－7（0.0～18.0m）
210（mg/kg）

H22-ｲ－3（18.0～20.0m）
200（mg/kg）

H22-ｳ－3（9.0～11.6m）
170（mg/kg）

H22-ｴ－4（9.0～18.0m）
180（mg/kg）

H22-ｴ－2（18.0～20.5m）
210（mg/kg）

H22-ｴ－5（0.0～18.5m）
190～280（mg/kg）

H22-ｷ－8（0.0～9.0m）
520（mg/kg）

H22-ｷ-7（0.0～9.0m）
180（mg/kg）

H22-ｺｰ6（9.0～12.1m）
910（mg/kg）

H22-ｸｰ6（0.0～9.0m）
190（mg/kg）

H22-ｸ－5（0.0～1.5m）
（調査地点②）
210（mg/kg）

H22-ｶ－6（18.0～22.0m）
180（mg/kg）

H22-ｵ－3（9.0～22.7m）
160（mg/kg）

H22-ｶ－2（0.0～15.0m）
180（mg/kg）

0 50m

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点

ボーリング調査地点

凡例

掘削調査地点
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③ 地下水および浸透水の分析 

ア 場内浸透水について 

     表 2-4 に場内浸透水の分析結果を示す。安定型最終処分場の浸透水の維持管理基準を超過した

項目は、COD、BOD、鉛、砒素、シス-1,2-ジクロロエチレン、ダイオキシン類である。その他、

ほう素、ふっ素、1,2-ジクロロエチレン、塩化ビニルモノマー、1,4-ジオキサンが地下水環境基

準を超過した。 

 

   イ 場内および周縁地下水等について 

表 2-5 に場内および周縁地下水等の分析結果を示す。安定型最終処分場の周縁地下水の基準を

超過した項目は、砒素、総水銀、1,2-ジクロロエチレン、ダイオキシン類である。その他、ほう

素、塩化ビニルモノマー、1,4-ジオキサンが地下水環境基準を超過した。 
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- 
  
  

- 
  
  

0.
01
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01

0.
00
05
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1-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

m
g/
L
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00
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D
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00
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- 
  
  

N
D
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- 
  
  

0.
00
2

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
2

- 
  
  

- 
  
  

- 
  
  

1
1

0.
00
05

四
塩
化
炭
素

m
g/
L

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
02

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
02

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
02

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0
.0
00
2
- 
  
  

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
2

0.
00
2

0.
00
02

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

m
g/
L

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
2

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
2

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
2

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
2

- 
  
  

- 
  
  

- 
  
  

0.
02

0.
02

0.
00
2

1,
2-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

m
g/
L

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
04

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
04

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
04

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
04

- 
  
  

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
4

0.
00
4

0.
00
04

1,
1,
2-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

m
g/
L

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
06

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
06

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
06

- 
  
  

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
06

- 
  
  

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
6

0.
00
6

0.
00
06

1,
1-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

m
g/
L

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
1

0.
1

0.
00
2

1,
2-
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

m
g/
L

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

- 
  
  

- 
  
  

-
0.
04

0.
00
4

シ
ス
-1
,2
-ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

m
g/
L

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
04

-
0.
00
4

ト
ラ
ン
ス
-1
,2
-ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

m
g/
L

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
2

N
D

- 
  
  

- 
  
  

-
-

0.
00
4

1,
3-
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

m
g/
L

- 
  
  

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
00
02

- 
  
  

- 
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- 
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0.
00
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D
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00
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00
02

- 
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00
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00
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ベ
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ゼ
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m
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D
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D

N
D
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D

0.
00
1
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D

N
D
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D
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D
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D
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00
1
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D
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D
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D
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D
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D

0.
00
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D
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D
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D
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D
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D
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- 
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0.
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0.
00
1

塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

m
g/
L
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D

N
D

N
D

N
D

0.
00
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N
D

0.
00
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0.
00
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0.
00
04

0.
00
02
0.
00
04

0.
00
03

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
02

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
02

N
D

- 
  
  

- 
  
  

-
0.
00
2

0.
00
02

1,
4-
ジ
オ
キ
サ
ン

m
g/
L

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
5

N
D

0.
08
3

0.
12

0.
05
5

0.
04
6
0.
07
6

0.
03
9

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
5

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0.
00
5
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D

- 
  
  

- 
  
  

-
0.
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00
5

全
鉄

m
g/
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2
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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01

全
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D
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0.
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0.
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0.
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0.
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-
-
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電
気
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0
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14
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オ
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類

ｐ
ｇ
-T
E
Q
/L

0.
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0.
02
1

- 
  
  

1.
5

1
1

-
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

m
g/
L

12
- 
  
  

- 
  
  

16
- 
  
  

9.
8

19
0

- 
  
  

- 
  
  

20
0

- 
  
  

20
0

9.
9

- 
  
  

- 
  
  

8.
6

- 
  
  

9.
1

9.
8

- 
  
  

- 
  
  

10
- 
  
  

10
- 
  
  

- 
  
  

-
-

0.
01

カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

m
g/
L

2.
1

- 
  
  

- 
  
  

2.
2

- 
  
  

1.
3

70
- 
  
  

- 
  
  

65
- 
  
  

64
2.
3

- 
  
  

- 
  
  

1.
9

- 
  
  

2.
0

2.
6

- 
  
  

- 
  
  

2.
2

- 
  
  

2.
4

- 
  
  

- 
  
  

-
-

0.
01

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

m
g/
L

9.
4

- 
  
  

- 
  
  

20
- 
  
  

7.
3

53
- 
  
  

- 
  
  

40
- 
  
  

39
2.
6

- 
  
  

- 
  
  

2.
6

- 
  
  

2.
8

3.
3

- 
  
  

- 
  
  

4.
3

- 
  
  

4.
4

- 
  
  

- 
  
  

-
-

0.
01

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

m
g/
L

13
- 
  
  

- 
  
  

28
- 
  
  

9.
1

25
0

- 
  
  

- 
  
  

20
0

- 
  
  

17
0

18
- 
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-
-
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01

塩
化
物
イ
オ
ン
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L
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14
0

- 
  
  

11
0

11
- 
  
  

- 
  
  

7.
6

- 
  
  

10
7.
1
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- 
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- 
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-
-

0.
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炭
酸
水
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イ
オ
ン

m
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L
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- 
  
  

- 
  
  

85
- 
  
  

29
18
0

- 
  
  

- 
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0

- 
  
  

71
0

16
- 
  
  

- 
  
  

38
- 
  
  

50
10

- 
  
  

- 
  
  

60
- 
  
  

50
- 
  
  

- 
  
  

-
-

5
硝
酸
イ
オ
ン

m
g/
L

1.
2

- 
  
  

- 
  
  

4
- 
  
  

0.
65

N
D

- 
  
  

- 
  
  

0.
06

- 
  
  

N
D

2.
1

- 
  
  

- 
  
  

3.
2

- 
  
  

2.
4

1.
2

- 
  
  

- 
  
  

2.
5

- 
  
  

2.
8

- 
  
  

- 
  
  

-
-

0.
03

硫
酸
イ
オ
ン

m
g/
L

55
- 
  
  

- 
  
  

94
- 
  
  

39
62
0

- 
  
  

- 
  
  

30
0

- 
  
  

37
0

15
-
  
  
 

- 
  
  

16
- 
  
  

16
16

- 
  
  

- 
  
  

13
- 
  
  

13
- 
  
  

- 
  
  

-
-

0.
2

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
　
別
表
第
二
（昭
和
52
年
3月
総
理
府
・厚
生
省
令
第
1号
，
改
正
平
成
23
年
1月
環
境
省
令
第
1号
）

環
境
基
準
値
： 
地
下
水
の
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
　
別
表
（平
成
9年
3月
環
境
省
告
示
第
10
号
，
改
正
平
成
21
年
環
告
79
号
）

環
境
基
準
値
： 
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
（水
底
の
底
質
の
汚
染
を
含
む
。
）及
び
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
　
別
表
（平
成
11
年
12
月
環
境
庁
告
示
第
68
号
，
改
正
平
成
21
年
環
告
11
）

■
 ：
 基
準
値
超
過

■
 ：
 H
23
年
度
の
年
間
平
均

■
N
D
 ：
 定
量
下
限
値
未
満

■
- 
： 
分
析
項
目
の
対
象
外

安
定
型
最
終
処

分
場
の
周
縁
地

下
水
の
基
準

地
下
水

環
境
基
準

定
量

下
限
値

県
N
o.
3-
1

県
N
o.
1-
1

K
s2
層

県
N
o.
4-
2

周
縁
地
下
水

県
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

参
考
：県
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

項
 目
 

単
位

K
s2
+K
s1
層

K
s2
層

K
s2
+K
s1
層

県
N
o.
4-
1

37
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表
2
-
5
-
3
 
地
下
水
の
分
析
結
果
（
3
）
 
 
 

 

上
流
地
下
水

K
s2
+
K
s1
層

市
N
o
.6

県
K
-
2

県
K
-
3

採
取
日
時

月
/
日

H
2
4
.7
.2
7
H
2
3
.7
.2
8
H
2
3
.1
2
.1
6
H
2
4
.3
.8
H
2
3
年
度

平
均
値
H
2
4
.7
.2
7
H
2
3
.7
.2
8
H
2
3
.1
2
.1
6
H
2
4
.3
.8
H
2
3
年
度

平
均
値
H
2
4
.7
.2
7
H
2
3
.7
.2
8
H
23
.1
0
.1
1
H
2
3
.1
2
.1
6
H
2
4
.2
.2
7
H
2
3
年
度

平
均
値
H
2
4
.7
.2
7
H
2
3
.8
.2

H
2
3
.8
.2

-
-

-

気
温

℃
3
2
.0

2
9
.0

5
.5

-
-

3
1
.0

2
8
.0

6
.0

-
-

3
0
.5

3
0
.0

2
4
.0

6
.0

2
.0

-
3
5
.0

2
5
.3

2
6
.5

-
-

-
水
温

℃
1
6
.8

1
6
.1

1
3
.7

-
-

1
6
.4

1
6
.8

1
3
.7

-
-

1
8
.4

1
7
.7

1
6
.4

1
4
.2

1
3
.6

-
1
6
.8

1
6
.8

1
7
.4

-
-

-
採
水
深
度
（
G
L
よ
り
）

m
1
8
.0
8

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
ｐ
H

-
5
.9

6
.3

6
.3

-
  
  
 

6
.3

6
.2

6
.6

6
.6

-
  
  
 

6
.6

6
.5

5
.4

5
.5

5
.3

5
.5

5
.4

5
.3

6
.3

6
.6

-
-

-
B
O
D

m
g/
L

0
.8

0
.6

2
.0

-
  
  
 

1
.3

1
.5

1
.6

1
.8

-
  
  
 

1
.7

1
.6

2
.4

1
.5

1
.7

0
.9

1
.6

1
.2

0
.7

1
.3

-
-

0
.5

B
O
D
(ろ
過
後
)

m
g/
L

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

N
D

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

1
.4

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

0
.6

1
.3

-
-

0
.5

C
O
D

m
g/
L

N
D

1
0

9
.9

-
  
  
 

1
0

1
1

1
5

8
.7

-
  
  
 

1
2

9
.6

9
.3

1
1

9
.8

9
.4

9
.9

9
.4

3
.2

1
2

-
-

0
.5

C
O
D
(ろ
過
後
)

m
g/
L

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

7
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-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

7
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-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

3
.0

1
1

-
-

0
.5

S
S

m
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L

N
D

N
D

1
.2

-
  
  
 

1
1
.4

4
4

1
6

-
  
  
 

3
0

1
1

1
4

5
2

9
5

4
3

5
1

6
.8

N
D

1
-

-
1

 
S
S
（
H
C
l添
加
）

m
g/
L

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
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-
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-
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D
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D
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-

1
硝
酸
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窒
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酸
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窒
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m
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-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
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-
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-
  
  
 

0
.0
1

-
  
  
 

N
D

0
.0
2

-
1
0

0
.0
1

全
窒
素
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総
和
法
）

m
g/
L

-
  
  
 

0
.6
8

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

0
.3
0

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

-
  
  
 

0
.4

-
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図 2-8 周縁地下水等モニタリング調査 位置図  

 
図 2-9 周縁地下水等モニタリング調査 位置図２ 
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ドラム缶調査 

ア ドラム缶調査の必要性 
旧ＲＤ社には VOCs が入ったドラム缶を旧処分場に搬入した記録がある。 

また、元従業員がドラム缶を埋め立てたとの証言があり、これまでの調査で証言箇所からドラ

ム缶が発見されている。 

ドラム缶発見箇所付近の一つ（東側焼却炉付近）からは環境基準の 390 倍のテトラクロロエチ

レン等を含む廃棄物土を確認しており、ドラム缶調査を行うことにより、VOCs で汚染された廃

棄物土を発見できる可能性が高いため、ドラム缶調査を行った。 

イ 聴き取り調査 

有害物が含まれている可能性のあるドラム缶の位置情報をより正確に把握し、効率的に有害物

調査を実施するために、旧ＲＤ社の元従業員等に聞き取り調査を実施した。その結果、ドラム缶

が埋め立てられた可能性があるのは、東側焼却炉周辺および西市道側であると考えられた。 

 

ウ 調査の概要 

(ｱ) 東側焼却炉周辺 
図2-10の４地点（調査地点①、調査地点②、追加地点①、追加地点②）において試掘調査

（筋掘り）を実施した結果、追加地点②の深度1.7～3.6mの位置に計16個のドラム缶を確認し

た。このため、その範囲を確認するために、地下の磁化特性を面的に測定できるＥＭ探査を実

施した。その結果、磁化率が高い箇所が３箇所確認された（図2-11）。この磁化率の高い箇所

には、ドラム缶等の磁場を形成しやすい廃棄物が埋め立てられている可能性があり、現在一次

対策工事により状況を確認している。 

(ｲ) 西市道側 

ドラム缶が埋められたとされる箇所についてＥＭ探査を実施した。その結果、磁化率が高

い区画が２箇所確認され（図 2-12）、ドラム缶が埋め立てられている可能性がある。 

 

⑤ 感染性廃棄物 

②のボーリングで得られた試料についてコアの内容を確認したところ、図 2-10 に示す県 H22-ケ

-3 孔の２～３ｍのコアから採血管等が確認された。また、④の試掘調査において、追加調査地点

①の近傍のみから採血管等が確認された。現在、一次対策工事により状況を確認している。 

 

(2) 有害産業廃棄物の量 

３(1)汚染等の状況より、有害産業廃棄物の量は、表 2-6 の通りと推定され、現在、一次対策工事

により状況を確認している。 

 

表 2-6 有害産業廃棄物の量 

項目 容量 

感染性廃棄物 約 300 ㎥ 

特別管理産業廃棄物の埋め立て判定

基準を超過する廃棄物土 
約 300 ㎥ 

合計 約 600 ㎥ 

 



 42

(3) 支障等の内容 

特定産業廃棄物に起因して発生する支障等は次のとおりである。 

① 一部法面が急峻であり、覆土されていないこと、また処分場上部についても一部覆土されてい

ないことから、周辺の住宅や下流の池等に廃棄物が飛散流出するおそれがある。 

② 安定型産業廃棄物処分場に安定型産業廃棄物以外の産業廃棄物が埋め立てられたことにより浸

透水が汚染され、さらには汚染された浸透水により地下水の汚染が拡散するおそれがある。 

  地下水汚染が拡散すれば、現在行っている井戸水の使用制限の長期化や制限範囲拡大のおそれ

がある。 

③ 過去に高濃度の硫化水素ガスが発生しており、現在も浸透水に硫酸イオン、BOD 等の濃度が高

い箇所があることから、硫化水素ガスの悪臭により周辺の生活環境に支障を生じるおそれは否定

できない。 

 

(4) 支障の除去等の方法 

支障の除去等の方法として、原因廃棄物等を除去するとともに、雨水浸透制御工や汚染拡散防止対

策、浸透水の揚水浄化、覆土等を実施するものとする。 
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   図 2-12 西市道側（ＥＭ探査）      図 2-11 東側焼却炉周辺（ＥＭ探査） 

 

 
図 2-10 東側焼却炉周辺（試掘調査地点） 

 
 
 

県 H22-ｹ-3

追加地点② 

(県 H22-ｹ-4 孔)
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４ 支障除去等の基本的な考え方 

(1) 基本方針 

支障除去等の中核をなす地下水への汚染拡散のおそれへの対策にあたっては、調査によりその

位置を特定した原因廃棄物等はこれを掘削除去するとともに、当該掘削除去後になお旧処分場内

に残存すると想定される原因廃棄物等への対応として、廃棄物土層（廃棄物土のある層をいう。

以下同じ。）からの汚染浸透水の流出を確実に防止しうる措置を講ずることを基本とする。 

その他、３(3)において示した３つの支障等についてその除去のためにとるべき対策の基本的

な方針を表 2-7 に示す。 

 

表 2-7 支障等の除去の基本的な方針 

方針 
支障等の内容 

支障等の除去の手段 左記に関して行う対策 

①廃棄物の飛散

流出のおそれ 

廃棄物の露出防止および法面の

崩壊の防止 

廃棄物埋立箇所の覆土等による被覆お

よび法面整形 

浸透水の汚染抑制のための旧処

分場内の汚染原因物質の除去 

調査により位置を特定した原因廃棄物

等の掘削および搬出 
②地下水への汚

染拡散のおそ

れ 汚染浸透水の地下水滞水層への

流出防止 

廃棄物土層と地下水帯水層の接触箇所

における遮水 

硫化水素ガスの生成抑制のため

の廃棄物土層の嫌気状態の解消 

浸透水の揚水ならびに廃棄物土層と地

下水帯水層の接触箇所における遮水お

よび雨水等の浸透制御による浸透水水

位の低下措置 

③硫化水素ガス

の悪臭発生の

おそれ 

硫化水素ガスの拡散防止 
旧処分場表面の覆土等による被覆およ

び法面整形 

 

なお、すべての対策を講じるには相当の期間が必要であるとともに、一次調査で位置が特定で

きた VOCs 等の原因廃棄物等については早急な掘削除去を実施する等の地下水汚染拡散のおそれ

の軽減措置を講じる必要があることから、対策は一次対策と二次対策に二分することとし、まず

一次対策として、東側焼却炉付近の原因廃棄物等掘削除去および地下水汚染拡散軽減措置を実施

している。 

一次対策として実施する地下水汚染拡散軽減措置は、早期に拡散軽減効果をあげるべきと考え

られることなどから、現時点で可能な限り雨水等の流入を防ぐとともに、既設水処理施設を活用

した浸透水揚水処理を行っている。 

残る二次対策については、抜本対策として、①二次調査結果等により特定した原因廃棄物等の

掘削除去や、②地下水帯水層への浸透水漏出部分の遮水措置、③浸透水の揚水浄化による浸透水

水位の低下措置、④法面整形および覆土を行う。 

二次対策では、現在の浸透水水位よりも下位において廃棄物土を掘削して行う遮水措置の確実
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な施工および廃棄物土層の嫌気状態の解消のため、浸透水水位を大きく低下させる必要があると

ころ、既設水処理施設の処理能力では水位低下に必要な水量を処理できないことから、水処理施

設、浸透水揚水ポンプ等を新設することとする。 

また、一次対策工において設置した揚水井戸や既設のモニタリング井戸および既設水処理施設

については、浸透水の水位低下措置、二次対策工事中の汚染拡散防止等に利用出来るようにする

等、工事分割に伴う無駄が生じない計画とし、事業全体のコスト縮減につとめる。 

 

(2) 支障の除去等の実施の範囲 

事業の実施範囲は、支障等の原因が旧処分場の埋め立て廃棄物に直接起因するものであるため、

廃棄物が埋め立てられている旧処分場の許可区域内を基本とするが、対策工事を実施する上での

施工性などを考慮すると、旧処分場許可区域の下流に位置する沈砂池及び既設水処理施設も含め

るべきと考えられる。 

よってこれらを含めた範囲を事業の実施範囲とする（図 2-13）。 

 

(3) 生活環境保全上達成すべき目標 

生活環境保全上達成すべき目標は次のとおりとする。 

ア 旧処分場から廃棄物が飛散流出するおそれがないこと。 

イ 旧処分場に起因する下流地下水汚染原因となるおそれのある物質（塩化ビニルモノマー、

1,4-ジオキサン等）によって下流地下水が環境基準を超過しないこと。 

ウ 旧処分場に起因する臭気が、悪臭防止法および栗東市生活環境保全に関する条例に定める

基準を超過するおそれのないこと。 

目標達成状況の判断は次のとおりとする。 

i 廃棄物の飛散流出のおそれについては、廃棄物土がすべて 50cm 以上覆土されていることお

よび法面が崩壊のおそれのない安定した勾配であるであることが確認されれば目標が達成

されたと判断する。 

ii 地下水への汚染拡散のおそれについては、旧処分場周縁の井戸の地下水水質が２年以上連

続して地下水環境基準を満足することが確認されれば目標が達成されたと判断する。 

iii 硫化水素ガスの悪臭発生のおそれについては、廃棄物土がすべて 50cm 以上覆土されている

こと、法面が崩壊のおそれのない安定した勾配であること、嫌気状態を解消するため浸透水

が廃棄物土層に滞留しない状態が概ね保たれていることならびに旧処分場の敷地境界にお

いて硫化水素ガスに起因する臭気が悪臭防止法および栗東市生活環境保全に関する条例に

定める基準を満足していることが確認されれば目標が達成されたと判断する。 

 

なお、一次対策においては、上記イの目標達成に向けて、支障除去等を実施している。 
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図 2-13 支障の除去等の実施範囲 

 

(4) 支障の除去等の実施方法  

① 【一次対策】 

ア 工法選定のための基本的な考え方 

  一次対策で掘削除去している東側焼却炉付近の原因廃棄物等は、ボーリング調査等の結果、

いずれも地表面から約５ｍ以内のところに存在すると考えられること、また、当該箇所の浸

透水水位は地表面から約 11ｍ以下であることが確認されていることから、掘削除去による支

障の除去等を行っている。なお、西市道側の原因廃棄物等は、浸透水水位より下にある可能

性が高いことから、二次対策で掘削除去を実施している。 
さらに、現在稼働している既設水処理施設があることから、旧処分場内に新たに井戸を設

置して浸透水を揚水し、当該水処理施設を活用して水処理を行っている。  

(ｱ) 原因廃棄物等掘削除去 

     ・原因廃棄物等の掘削除去は、掘削範囲の変更に柔軟に対応できる効率的で効果的な工法

としている。 

(ｲ) 浸透水の揚水および浄化 

沈砂池 

水処理施設 
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・浸透水の揚水井戸は、最も汚染拡散軽減が期待できる位置に設置している。 

・揚水した浸透水は、既設水処理施設で浄化して処理水を下水道に放流している。 

 
イ 工法の抽出および選定 

(ｱ) 原因廃棄物等掘削除去 

ａ 掘削方法は、オープン掘削、矢板切梁工法、ライナープレート工法やケーシング工法

が考えられるが、以下の理由によりオープン掘削工法を採用している。 

○ライナープレート工法とケーシング工法の掘削は、埋戻が前提であり掘削後のEM探査
が困難。 

○掘削完了の判断は、原因廃棄物等を確認しながら廃棄物土を掘削する必要があり、こ

の掘削範囲側面の確認がオープン掘削以外の工法では困難。 
参考に各工法のコストや施工期間を含めた比較表を表2-8に示す。 
 

表 2-8 掘削工法比較表 

工法案 オープン掘削 矢板切梁工法 ライナープレート工法 ケーシング工法 

工法の概要 

法面を整形しながら
バックホウ掘削 

矢板と切梁等で土留
し、バックホウで掘削

鋼製波板とリング枠
で土留し、機械、人力
で掘削 

ｹｰｼﾝｸﾞを回転・押込み
ながら内部をﾊﾝﾏｰｸﾞﾗ
ﾌﾞで掘削 

掘削量（㎥） 10,000 8,000 9,000 12,000 

掘削側面の
地盤確認 

掘削側面が目視でき
るため確認が容易 

掘削側面の状況を確認するためには追加工事が必要 
効果及び 
課題等 

作業性 

土留仮設工が不要な
ため、他の工法に比べ
て作業性がよい 

・廃棄物土の矢板設置
が困難 
・切梁等により作業性
が悪い 

・掘削は埋戻が前提 
・大口径の掘削が可能 
・施工手間がかかり工
期が長い 

・掘削は埋戻が前提 
・大口径の掘削ができ
ない 

コスト(直工) 掘削＋処分 200 百万円程度 250 百万円程度 280 百万円程度 430 百万円程度 

期間 ３ヶ月程度 ６ヶ月程度 10 ヶ月程度 10 ヶ月程度 

評価 

・掘削側面の地盤確認
が容易 
・他工法に比べてコス
トも安く、作業期間も
短い 

・掘削側面の地盤確認が困難 
・オープン掘削に比べてコストが高く、作業期間も長い（追加工事を行
うのであればさらにコスト・期間が必要） 

 
ｂ 工法概要は次のとおりである。 

○東側焼却炉周辺をオープン掘削し、原因廃棄物等を除去している。 

○掘削にあたっては、シートキャッピング等により雨水等の廃棄物土への浸透を遮断し、

地下水への汚染拡散を防止している。 

○設定掘削範囲境界部にドラム缶等が確認された場合は、それらも除去する。 

○掘削完了時に掘削面のＥＭ探査を行い、磁化率の高いところがあれば記録し、二次対

策で対応する。 

○掘削完了後は、掘削箇所をシートでキャッピングして雨水等の廃棄物土への浸透を遮

断することにより地下水への汚染拡散を防止する。なお、シート上の雨水はポンプで排

除する。 

○浸透水、地下水のモニタリングを行い、汚染拡散の兆候が見られた場合には作業を中
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断して掘削範囲の変更等の検討を行う。 

(ｲ) 浸透水の揚水および浄化 

ａ 浸透水流向の下流に位置し、かつ、十分な量の汚染水の集水が期待できる２カ所に揚

水装置を設置し、既設水処理施設で処理し下水道に放流している。 

ｂ 井戸の設置にあたっては、廃棄物土層下の粘性土層を破壊して浸透水が地下水透水層

に漏出することのないよう削孔時の掘削物の性状を確認しながら慎重に施工した。 

ｃ 浸透水を効果的に集水する工法として、ウェルポイント工法やディープウェル工法が

考えられるが、浸透水くみ上げに必要となるポンプの揚程は 10m 以上と考えられ、ウェ

ルポイント工法（揚程 5～6m 程度）では揚水できないため、ディープウェル工法により

井戸を設置した。 

ｄ 井戸設置後は、浸透水の浄化効果を確認し、効果が小さい（原水中の有害物濃度が低

い、揚水量が少ない）場合には、井戸位置の変更等の検討を行い、必要に応じて井戸の

増設等を行う。 

 

② 【二次対策】 

ア 工法選定のための基本的な考え方 

二次対策では、二次調査で位置が特定された原因廃棄物等の掘削除去に加え、廃棄物土と

地下水帯水層が接している箇所の遮水や現在水位からの浸透水水位の低下に必要な量の浸透

水の揚水浄化を行うとともに、覆土等を行うこととしている。これら二次対策として行う工

事等の概念図を図 2-16 に示す。また、これらの措置に係る工法選定の考え方は次のとおりで

ある。 

(ｱ) 原因廃棄物等掘削除去 

ａ 二次調査で明確となった原因廃棄物等の掘削は、最も効率的な工法を採用する。 

(ｲ) 廃棄物土と地下水帯水層が接している箇所の遮水 

ａ 廃棄物土と地下水帯水層が接している範囲を確認し、最も有効な遮水工を採用する。 

ｂ 長期間にわたり遮水する必要があるため、ひび割れ等により遮水性が損なわれない工

法・材質を採用する。 

ｃ 地下水帯水層や廃棄物土層からの湧水により施工が妨げられることがない工法とす

る。 

(ｳ) 浸透水の揚水・浄化 

ａ 揚水方法は、浸透水の発生量の変化に対応できる方法とする。 

ｂ 新設する水処理施設（以下「新設水処理施設」という。）は、浸透水の水質、浸透水

揚水量の変化に対応できるものとする。 

ｃ 現在の水位からの浸透水水位の低下のための揚水処理には、既設水処理施設の能力を

併せて活用する。 

ｄ 揚水した浸透水は、新設水処理施設または既設水処理施設で浄化して処理水を下水道

に放流する。 

(ｴ) 法面整形および覆土 

ａ 法面部については、雨水等による洗掘等により廃棄物土が再度露出することがない構
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造とする。 

ｂ 平坦部の覆土については、雨水の浸透を抑制し、かつ上部利用がしやすい工法とする。 

(ｵ) 旧処分場の嫌気状態の解消 

ａ 浸透水を揚水して水位を下げ、併せて掘削箇所の埋戻し時に換気管を設置することに

より、廃棄物土層の嫌気状態を解消する。 

 

イ 工法の抽出および選定 

(ｱ) 原因廃棄物等掘削除去 

ａ 工法選定 

対象範囲の掘削深は、最も浅い箇所で 3m、最も深い箇所で 22m である。このため、施

工の安全性を考慮し、バックホウで直接掘削できる浅い部分はオープン掘削とし、掘削

深度が深い箇所では矢板切梁工法およびケーシング工法による掘削とする。 

掘削工法の比較を表2-9に示す。 

 

表 2-9 掘削工法比較表 

工法案 オープン掘削 矢板切梁工法 ライナープレート工法 ケーシング工法 

工法の概要 

法面を整形しながら
バックホウ掘削 

矢板と切梁等で土留
し、テレスコピックク
ラムシェル、油圧ロー
プ式クラムシェル等
で掘削 

鋼製波板とリング枠
で土留し、機械、人力
で掘削 

ｹｰｼﾝｸﾞを回転・押込み
ながら内部をﾊﾝﾏｰｸﾞﾗ
ﾌﾞで掘削 

掘削量（㎥） 86,000 32,000 56,000 56,000 

掘削側面の
地盤確認 

掘削側面が目視でき
るため確認が容易 

掘削面の状況を確認するためには追加工事が必要 効果 
及び 
課題
等 作業性 

(安全性) 

・深度が深くなり法面
が不安定化した場合
の安全性に課題があ
る 

・深度が深くなっても
施工が確実で安全性
が確保できる 

・底部のプレート設置
時に地盤の自立が必
要で作業の安全性は
他の工法よりも劣る 

・掘削範囲内での作業
を伴わないため最も
安全性が高い 

コスト
(直工) 

掘削＋処分 
1,280 百万円程度 970 百万円程度 1,250 百万円程度 2,590 百万円程度 

期間 12 ヶ月程度 12 ヶ月程度 24 ヶ月程度 24 ヶ月程度 

評価 

・深度が深くなると 
安全性に課題がある 
・浅い箇所での適用性
が高い 

・施工が確実で安全性
が確保できる 

・作業の安全性が他よ
り劣る 

・深度が深い箇所で安
全性が高い 

 

ｂ 工法概要 

矢板切梁工法を用いる箇所の掘削機械は、掘削深度に応じてテレスコピック式クラム

シェル、油圧ロープ式クラムシェル等を用い掘削を行う。 

深い箇所で浸透水による湧水、有害ガスの発生が懸念される箇所は、作業者が掘削面

に直接入らないケーシング工法で掘削を行う。 

(ｲ) 廃棄物土と地下水帯水層が接している箇所の遮水 

ａ 工法選定 

廃棄物土層の底面において廃棄物土層と下位の地下水帯水層が接している箇所におけ

る遮水（以下「底面遮水工」という。）は、当該箇所においてオープン掘削により廃棄物

土を掘削除去した後、地下水帯水層の露出面に遮水材を設置して行う。 

遮水材にはセメント改良土、ベントナイト改良土、シートが考えられるが、表 2-10 に
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示した工法比較により、セメント改良土を用いるものとする。 

上記の掘削において掘削側面に地下水帯水層が接する箇所においても、同様にセメン

ト改良土による遮水（以下「側面遮水工」という。）を行う。 

廃棄物土層の側面と地下水帯水層が接し処分場から外部に汚染拡散が生じるおそれが

あると考えられる範囲のうち側面遮水工が施工されない箇所では、鉛直遮水工を施工す

る。 

鉛直遮水工は、対象地盤が粘性土および砂質地盤であることから、表 2-11 に示した工

法比較により、連続地中壁工法のうち施工性、遮水の確実性等が優位で採用実績の多い

「ソイルセメント固化壁工法」を採用する。 
セメント改良土やソイルセメント固化壁は、長期間にわたって浸透水に接触することか

ら、施工に先立って原位置土を使った配合試験を行う等して必要な品質を確保する。 
 

表 2-10 底面・側面遮水工の工法比較表 

工法案 セメント改良土 ベントナイト改良土 遮水シート 

工法の概要 

土質材料にセメントを混
合することで遮水性を確
保する工法 

土質材料にベントナイトを混
合することで遮水性を確保す
る工法 

遮水シートを地山に固定す
る工法 

工法の特徴 

・母材の改良が容易 
・施工性が良い 
 

・母材の含水比調整等セメン
ト改良土に比べ品質管理が難
しい 
・設置面の十分な地下水排除
が必要（水切れが悪い場合転
圧する前にベントナイトが吸
水膨張する可能性がある） 

・シートおよび固定工の基
盤面を平滑にするためセメ
ント改良土等を事前設置す
る必要がある 
・土質材料を用いた場合よ
りも工種が多く施工性が劣
る 

コスト 
(直工) 

8,600m3×7 千円/m3 

=60,200 千円 
8,600m3×12 千円/m3 

=103,200 千円 
4,000m2×80 千円/m3 

=80,000 千円 

評 価 
・施工性が良く最も経済的 ・品質管理が難しく最も不経

済 
・施工性が悪く経済性もセ
メント改良土より劣る 

 

表 2-11 鉛直遮水工の工法比較表 
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(ｳ) 浸透水の揚水および浄化 

集中豪雨等による浸透水の発生量の変化に対応できるよう、必要な容量の貯留層を設置

する。 

浸透水は浄化処理後、下水道に放流することから、処理水が下水道排除基準を満足する

ような処理工程を選定する。 

現在の浸透水の水質項目のうち、一部で砒素が下水道排除基準を若干超過するものの、

これは懸濁態のものが主体であり、懸濁成分除去を行う既設水処理施設の処理工程で十分

に処理が可能である。 

したがって、新設水処理施設の処理フローは、既設水処理施設と同様に「凝集沈殿処理＋

砂ろ過処理＋活性炭処理」とする。廃棄物土掘削中の濁水については、原水水質の悪化が

想定されるが、主に懸濁成分の濃度上昇であると想定できるため、本フローで処理可能と

考えられる。 

また、一次対策工事において、廃棄物土掘削時の濁水を分析し、廃棄物掘削中の処理フ

ローの妥当性について判断する。 

(ｴ) 法面整形および覆土 

底面遮水工施工時に掘削した廃棄物土は掘削・選別し、分別された土砂相当物（以下「選

別土」という。）であって原因廃棄物等に該当しないものは埋め戻す計画である。 
その際、法面は崩壊のおそれのない安定した勾配とするとともに表面は良質土で覆土す

る。平坦部は、雨水の浸透を抑制する工法を採用する。 

(ｵ) 旧処分場の嫌気状態の解消 

掘削した箇所に底面排水管(ドレーン)を設置し、揚水処理により浸透水の水位を下げ、

併せて掘削箇所の埋め戻し時に換気管を設置することにより、廃棄物土層の嫌気状態を解

消する。 
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図 2-15 一次対策における原因廃棄物等掘削除去範囲図 

④ドラム缶等 
ＥＭ探査より 
（深度５ｍ） 

①特管相当物(VOCs) 
ｸ-5（深度３ｍ）

②ドラム缶等 
ＥＭ探査より 
（深度５ｍ） 

③-2 ドラム缶等 
ＥＭ探査、ボーリング調査、試
掘調査より（深度５ｍ） 

③-1 特管相当物(医療系廃棄
物)

３ ０ ｍ

東側焼却炉

南側焼却炉

図 2-14 一次対策における原因廃棄物等掘削除去対象エリア 

特管相当物(医療系廃棄物) 
ｹ-3（深度 0～3ｍ×10ｍ区画） 

ドラム缶等 
ＥＭ探査より 

ドラム缶等 
ＥＭ探査よ
り 

ドラム缶等 
ＥＭ探査より 

ドラム缶等 
ボーリング調査、試掘調査より

９０ｍ

（図２－14の範囲） 
特管相当物(VOCs) 
ｸ-5（深度 0～3ｍ×10ｍ区画）

浸透水流向

水処理施設 下水道へ放流 

東側焼却炉 南側焼却炉
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図 2-16 二次対策における対策工事概念図 
  


